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工
期
を
つ
く
り
込
む
こ
と
」と
し
た
。

　
そ
の
う
え
で
、設
計
施
工
一
貫
方
式

を
ベ
ー
ス
に
設
計
・
施
工
部
門
の
連
携

の
あ
り
方
を
明
示
し
て
い
る
。具
体
的

に
は
、①
設
計
段
階
に
お
い
て
、施
工

者
は「
生
産
情
報（
つ
く
る
た
め
の
ス
ケ

ッ
チ
）」を
設
計
者
に
提
示
す
る
②
設

計
者
は
建
築
主
の
意
図
を
汲
み
、設
計

者
と
施
工
者
の
協
議
の
う
え
、生
産
情

報
を
設
計
図
書
に
反
映
す
る
。こ
れ
こ

そ
が
設
計
と
生
産
の
協
業
に
よ
る
フ
ロ

ン
ト
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
本
質
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
考
え
の
も

と
に
、フ
ロ
ン
ト
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
進
め

方
や
有
効
な
技
術
、実
施
事
例
な
ど
も

掲
載
し
て
い
る
。

　
巻
末
に
は
、①
詳
細
版
フ
ロ
ー
図
②
フ

ロ
ン
ト
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
有
効
な
ハ
ー
ド

技
術
の
事
例（「
建
築
省
人
化
事
例
集
」

施
工
分
離
方
式
に
お
い
て
も
フ
ロ
ン
ト
ロ

ー
デ
ィ
ン
グ
が
で
き
る
よ
う
本
手
引
き
の

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
図
る
な
ど
、様
々
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『
フ
ロ
ン
ト
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
の

  
手
引
き 

2
0
1
9
』を
発
行
、Ｈ
Ｐ
公
開

　
い
ま
、建
設
業
界
は
官
民
あ
げ
て

「
生
産
性
向
上
」「
働
き
方
改
革
」な
ど

の
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。建
築

の
分
野
に
お
い
て
も
、業
界
全
体
で
変

革
を
進
め
よ
う
と
の
機
運
が
高
ま
り
、

そ
の
ス
ピ
ー
ド
に
は
目
を
見
張
る
も
の

が
あ
る
。こ
う
し
た
な
か
で
、フ
ロ
ン
ト

ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
考
え
方
が
、変
革
を

進
め
る
上
で
の
原
動
力
の
一
つ
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　『
手
引
き
2
0
1
9
』で
は
、日
建
連

と
し
て
の
フ
ロ
ン
ト
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
定

義
を「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
早
い
段
階
で
建

築
主
の
ニ
ー
ズ
を
取
り
込
み
、設
計
段
階

か
ら
建
築
主
・
設
計
者
・
施
工
者
が
三

位
一
体
で
モ
ノ
決
め（
合
意
形
成
）を
進

め
、後
工
程
の
手
待
ち
・
手
戻
り
や
手
直

し
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
り
、全
体
の
業
務

量
を
削
減
し
、適
正
な
品
質
・コ
ス
ト
・

　
日
建
連
建
築
本
部
は
、フ
ロ
ン
ト
ロ
ー

デ
ィ
ン
グ
の
基
本
的
な
考
え
方
や
実
例

を
紹
介
す
る『
フ
ロ
ン
ト
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ

の
手
引
き 

2
0
1
9
』（
Ａ
４
版
・
五
四

ペ
ー
ジ
／
以
下
、『
手
引
き
2
0
1
9
』）

を
発
行
し
た
。

　『
手
引
き
2
0
1
9
』は
、建
築
生
産

委
員
会
傘
下
の
施
工
部
会
、設
備
部
会
、

及
び
建
築
設
計
委
員
会
傘
下
の
設
計
企

画
部
会
が
連
携
し
て
作
成
し
た
。目
的

は
、フ
ロ
ン
ト
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
よ
り
、建

築
主
・
設
計
者
・
施
工
者
が
三
位
一
体
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
み
、理
想
的
な

〝
三
方
よ
し
〞の
関
係
を
構
築
す
る
こ
と

に
よ
り「
早
期
に
適
正
な
品
質
・
工
期
・

コ
ス
ト
に
対
す
る
良
好
な
合
意
を
得
る

こ
と
」を
目
指
し
、会
員
各
位
が
そ
の

〝
や
り
様
〞を
理
解
し
実
践
し
、目
標
を

達
成
す
る
一
助
と
な
る
こ
と
に
あ
る
。

か
ら
27
事
例
を
抜
粋
）③
フ
ロ
ン
ト
ロ
ー

デ
ィ
ン
グ
の
実
施
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
例

（「
生
産
性
向
上
事
例
2
0
1
7
年
度

版
・
2
0
1
8
年
度
版
」か
ら
9
事
例

を
抜
粋
）④
2
0
1
7
年
に
お
け
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果―

―

の
四
点
を
資

料
と
し
て
付
け
て
い
る
。

　
建
築
本
部
で
は
今
後
、『
手
引
き

2
0
1
9
』を
活
用
し
フ
ロ
ン
ト
ロ
ー
デ

ィ
ン
グ
の
基
本
的
考
え
方
を
会
員
各
社

に
普
及
・
展
開
す
る
と
と
も
に
、よ
り
多

く
の
フ
ロ
ン
ト
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
事
例
を
収

集
・
公
開
す
る
こ
と
で
具
体
的
な
進
め

方
や
ノ
ウ
ハ
ウ
に
関
す
る
関
係
者
の
理

解
促
進
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。あ

わ
せ
て
、設
備
領
域
に
関
す
る
フ
ロ
ン
ト

ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
取
組
み
を
充
実
さ
せ
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、現
在
は
適
用
が
難
し
い
設
計
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※ このフロー図はフロントローディングの理想型の一例を示しています。建物用途などをはじめとした個々のプロ
ジェクト特性により、取組み内容や時期はそれぞれオーダーメイドすればよいと考えます。

※ DR（デザインレビュー）とFL会議（フロントローディング会議）
　 フロントローディングの推進には、設計者と施工者の連携が不可欠です。プロジェクトの設計段階の各ステップで、

DRとFL会議のサイクルを繰り返しながら、設計内容やコスト、工期などについて、建築主との合意を形成していく
ことがフロントローディングを成功させるためには求められます。

（1）日建連の定義
フロントローディングとは、一般的に「設計初期の段階に負荷をかけ（ローディング）、作
業を前倒しで進めること」を言い、様々な産業において生産性向上の共通概念として捉え
られています。
しかし、建設業における公式な定義は見あたらず、この度、日建連にて文献調査や識者へ
のヒアリングを通じて、以下のように定義しました。

（2）設計・生産プロセスの前倒しと全体業務量の削減
定義における「全体の作業量の削減」をわかり易く示したのが次の図です。横軸に設計・

生産プロセス、縦軸に建築主、設計者および施工者それぞれのモノ決め作業量（比率）を示
しています。関係者は、いずれも前工程に負荷をかけ、モノ決めを前倒しすることにより、後
工程の作業量を減少させ、かつ平準化することにより、さらに全体の作業量を削減すると
いう考え方です。

このような考え方に対し、施工者からは効果を実感する意見が多く聞かれました。一方、
設計者からは建築主の理解が得られなければ総業務量は増すばかりで低減は難しいとい
う意見が出されました。推進上の障害となり得る重要事項ですが、関係者（建築主･設計者･
施工者）が生産性を向上でき、WIN-WIN-WINになり得る姿を、5章「関係者の役割とメ
リット」で詳述したいと思います。

施工者が設計プロセスに比較的容易に関与することができる「設計施工一貫方式」を
ベースに、フロントローディングの流れや進め方について、設計段階での効率的な生産情
報の反映について解説します。

(1) フロントローディングの流れ（概略フロー）
フロントローディングに川上から先進的に取り組んでいるゼネコンの事例を元に、概略
フロー図を作成しました（図4）。従来、生産活動は実施設計後半から徐々に始まりました。
この先進事例では、基本計画段階から施工系人材の関与が始まり、フロントローディング
が進行しています。
全てのプロジェクトがこの通りである必要は必ずしもありません。プロジェクト特性に応

じてフレキシブルな運用を図ればよいと考えます。 （巻末資料1 フロー図詳細版参照）

3. フロントローディングとは

図3．作業量低減の概念図

プロジェクトの早い段階で建築主のニーズをとりこみ、設計段階から建築主･
設計者･施工者が三位一体でモノ決め（合意形成）を進め、後工程の手待ち・
手戻りや手直しを減らすことにより、全体の業務量を削減し、適正な品質・
コスト・工期をつくり込むこと

4. フロントローディングの流れと進め方

図4．フロントローディングの流れ（概略フロー図）
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